
2016年4月17日（本震の翌日）
研究室の床

福島原発避難者(双葉郡富岡町)と
熊本地震被災者との交流会にて
贈られたメッセージ

秋田から届いた義援米

2016年4月22日
即席避難所(学内)ですいとんの混ぜ係

熊本地震復興支援マッチがんばるばい熊本
＠熊本県民総合運動公園陸上競技場
(なでしこジャパンvsコスタリカ女子代表
2017年4月9日3対0で勝利！）

研究室の本棚

ゆったりとした対話形式で、お茶を飲みながら熊本の自
然や歴史を学び、得られた知見を暮らしや防災・減災に
役立てていただくことを目的とした取り組みです。とは？

お問い
合わせ

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 減災型社会システム部門

096-342-3489 （火〜金 9:00-16:00） gensai0@kumamoto-u.ac.jp

参加費無料

Webサイト

令和8年度

Infomation

Event Info

KUMAMOTO Science Cafe

地震・台風・豪雨は、単なる自然現象ですが、私た
ち人間社会に大きな被害をもたらすこともありま
す。しかし彼らが被害弁償してくれることはあり
えません。自然災害によって市民に被害が発生し
た場合、彼らに代わって、誰が責任をとってくれる
のでしょうか。
今回は、理論と実践の２部構成。まず自然災害に

対する民事責任についてご紹介。その後、学んだ知
識を仮想災害事例に使ってみましょう（自助への
糸口が見つかるかも！？）。
“減災の第一歩は、自助への備えから。自助への
備えは、平時における知識の獲得から”。是非、ご自
身の被災経験を共有しにお越しください。皆様の
経験が、きっと誰かの自助につながるものと思い
ます。

しっとっとよかばい！災害の法律

2026
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憲法記念日

日時

集合場所

共催 ・ 熊本大学　・ 熊本地方気象台
・ 熊本県　・南阿蘇村　
・ 国土交通省阿蘇砂防事務所
・ 阿蘇火山博物館
・ 熊本県博物館ネットワークセンター
・ 阿蘇青少年交流の家

対象 どなたでも 先着30名

減災型社会システム部門のWebサイトか、下記の
二次元コードからお申し込みください。

※定員に達し次第締め切ります
4月27日（月） 12:00申込締切

申
込

話題提供

申込はこちら

（南阿蘇村大字立野1596）

三谷 仁美 先生 熊本大学大学院人文社会科学研究部

南阿蘇村旧立野小学校会場

南阿蘇村旧立野小学校

GWは立野であそんで学ぼう！

第4回


